
予
算
審
議

　
　
コ
ン
ビ
ニ
納
付
で
き
る
も

の
は
何
か
。

　
　

納
付
書
１
枚
あ
た
り
30
万

円
以
下
で
、
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
町

県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介

護
保
険
料
、
保
育
料
、
保
育
所

使
用
料
、
児
童
ク
ラ
ブ
使
用
料
、

下
水
道
受
益
者
負
担
金
、
水
道

料
金
、
下
水
道
使
用
料
、
農
業

集
落
排
水
使
用
料
で
あ
る
。

　
　
町
内
の
コ
ン
ビ
ニ
で
し
か

納
付
で
き
な
い
の
か
。

　
　

町
が
契
約
を
し
て
い
る
収

納
代
行
業
者
と
契
約
を
し
て
い

る
コ
ン
ビ
ニ
で
あ
れ
ば
、
全
国

ど
こ
で
も
24
時
間
納
付
で
き
る
。

おおあしエコステーション
4月1日開設
おおあしエコステーション
4月1日開設

エコステーション運営業務委託料　1850万円

答 問答 問

知
多
武
豊
駅
東

土
地
区
画
整
理
事
業
費

　
　
　
　

３
億
７
８
０
２
万
円

　

知
多
武
豊
駅
東
の
土
地
区
画

整
理
を
推
進
し
ま
す
。

・
物
件
調
査
な
ど
の
業
務
委
託
料

　
　
　
　
　
　

４
３
５
６
万
円

・
用
地
買
収
費

　
　
　
　
　
　

６
４
９
８
万
円

・
物
件
移
転
保
証
料

　
　
　
　

２
億
６
９
０
０
万
円

地
域
交
流
施
設
整
備
工
事

　
　
　
　

１
億
４
７
０
０
万
円

　

里
中
地
区
の
転
車
台
周
辺
に

複
合
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

　

平
成
26
・
27
年
度
で
、
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
、
多
目
的
広
場

の
整
備
を
行
い
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
収
納
取
扱
手
数
料

　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
円

　

平
成
26
年
度
か
ら
町
税
（
町

県
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民

健
康
保
険
税
）
な
ど
の
コ
ン
ビ

ニ
収
納
を
開
始
し
ま
す
。

い
つ
で
も
気
軽
に

コ
ン
ビ
ニ
納
付

く
ら
し

　町内2箇所目となる資源ごみ回収ステーション「おおあしエコステーション」の開設
で、更なる利便性の向上と分別意識の高揚を図り、燃えるごみの減量化を目指します。
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予
算
審
議

　
　

委
託
先
が
㈱
東
洋
食
品
に

決
定
す
る
ま
で
の
経
緯
は
。

答　

指
名
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
に
よ
り
、
他
の
自
治
体
で
実

績
が
あ
り
、
技
術
的
能
力
が
適

正
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
５
社

を
選
定
し
た
が
、
２
社
辞
退
し

た
。
３
社
に
よ
る
提
案
書
と
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
も
と

に
選
定
委
員
に
よ
る
評
価
を
行

い
、
㈱
東
洋
食
品
に
決
定
し
た
。

　
　

消
費
税
８
％
に
な
る
が
、

給
食
費
を
上
げ
て
い
な
い
。
ど

の
よ
う
な
工
夫
を
す
る
の
か
。

答　

比
較
的
安
く
手
に
入
る
旬

の
物
を
多
く
取
り
入
れ
る
こ
と
、

栄
養
価
が
同
等
で
あ
る
も
の
で

代
替
品
を
使
う
こ
と
、
既
製
品

の
デ
ザ
ー
ト
類
の
回
数
を
減
ら

し
、
手
作
り
の
物
を
増
や
し
て

い
く
な
ど
の
方
法
で
対
応
し
て

い
き
た
い
。

学校給食センター
調理業務などを民間委託
学校給食センター
調理業務などを民間委託

調理業務等委託料　9080万円

答 問答 問

中
山
保
育
園
改
築
工
事

　
　
　
　

７
億
１
０
０
０
万
円

　

施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、
中

山
保
育
園
を
建
替
え
ま
す
。

学
校
プ
ー
ル

一
般
開
放
業
務
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　

２
９
２
万
円

　

健
康
増
進
を
図
る
た
め
、
夏

休
み
に
町
内
の
小
学
校
の
プ
ー

ル
を
開
放
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
よ
り
安
全

で
快
適
な
プ
ー
ル
環
境
を
整
備

す
る
た
め
、
専
門
業
者
に
監
視

お
よ
び
管
理
を
委
託
し
ま
す
。

多
賀
授
産
所
施
設
整
備
工
事

　
　
　
　
　
　
　

７
１
６
万
円

　

多
賀
授
産
所
へ
の
通
所
希
望

者
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、

作
業
室
を
増
設
し
、
通
所
者
の

受
け
入
れ
体
制
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
内
の
雨
水
排
水

対
策
、
路
面
整
備
も
実
施
し
、

よ
り
快
適
に
利
用
で
き
る
施
設

と
し
ま
す
。

お
い
し
い
給
食
で

子
ど
も
た
ち
を
笑
顔
に

子
育
て

　民間の専門性や柔軟性を取り入れて、安全・安心な給食の提供と給食センターの安定し
た運営を図るため、平成26年度から学校給食の調理、配送・配膳の業務を民間委託します。
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予
算
審
議

　
　
防
災
マ
ッ
プ
と
防
災
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
の
内
容
は
。

　
　

防
災
マ
ッ
プ
は
、
今
後
の

愛
知
県
の
被
害
想
定
に
基
づ
き
、

浸
水
予
測
お
よ
び
震
度
分
布
に

加
え
、
現
在
の
避
難
所
や
標
高

な
ど
も
掲
載
す
る
。

　

防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
県

の
被
害
想
定
を
も
と
に
、
内
容

を
検
討
し
て
い
る
が
、
防
災
に

関
す
る
事
前
の
準
備
や
知
識
を

深
め
、
災
害
発
生
時
に
適
切
な

行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
も
の
を
掲
載
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
印

刷
部
数
が
多
い
理
由
は
。

　
　

小
学
校
の
防
災
教
育
の
教

材
と
し
て
、
活
用
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

通学路の危険箇所
交差点改良し安全確保
通学路の危険箇所
交差点改良し安全確保

答 問答 問

防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

作
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　

３
８
８
万
円

　

愛
知
県
東
海
地
震
・
東
南
海

地
震
・
南
海
地
震
等
被
害
予
測

調
査
に
よ
る
被
害
想
定
を
も
と

に
新
た
な
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
作
成
し
、
全
戸
配
布
し
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
防
災
に
関
す
る
準

備
や
知
識
を
深
め
、
災
害
発
生

時
に
適
切
な
行
動
を
と
る
こ
と

で
、
災
害
か
ら
身
を
守
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
各
家
庭
に
備

え
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
小

学
校
で
の
防
災
教
育
の
際
、
教

材
と
し
て
も
使
用
で
き
る
も
の

を
作
成
し
ま
す
。

老
朽
た
め
池
等
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　

２
７
５
万
円

　

老
朽
化
し
た
農
業
用
た
め
池

の
改
修
お
よ
び
保
全
施
設
の
新

設
な
ど
を
県
が
事
業
主
体
と
な

っ
て
実
施
す
る
も
の
で
、
事
業

費
の
25
％
を
町
が
負
担
し
ま
す
。

　

大
高
新
池
の
改
修
を
、
平
成

26
年
度
に
実
施
設
計
、
平
成
27

〜
29
年
度
の
３
か
年
で
改
良
工

事
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
に

備
え
て

安
心・安
全

町道笠松線道路新設改良事業　1072万円
　富貴小学校南信号交差点から南へ通じる道路のＹ字交差点は、見通しが悪く通学路の
危険箇所となっています。本箇所は、武豊町道路整備計画の交差点改良整備箇所であり、
歩行者の安全を確保するため、平成26年度は、用地買収及び交差点改良工事を進めます。
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予
算
規
模
で
は
、
過
去
２
番

目
の
大
型
予
算
の
提
案
と
な
っ

て
い
る
が
、
本
町
が
抱
え
て
い

る
当
面
の
諸
課
題
や
、
30
年
後

50
年
後
を
見
据
え
た
予
算
と
判

断
し
て
い
る
。

　

住
民
の
福
祉
お
よ
び
利
便
性

向
上
の
た
め
の
継
続
事
業
や
新

規
事
業
に
つ
い
て
も
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
全
体
の
水
準
を
落
と
す

こ
と
な
く
、
諸
情
勢
の
変
化
に

即
し
て
、
限
ら
れ
た
財
源
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
配
分
し
て
お
り
、

住
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
も
の

と
判
断
し
て
い
る
。

　

税
収
な
ど
の
伸
び
は
、
こ
こ

し
ば
ら
く
は
期
待
で
き
な
い
状

況
で
あ
り
、
今
ま
で
以
上
に
健

全
財
政
の
維
持
に
留
意
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

①
消
費
税
増
税
な
し
で
財
政
再

建
、
社
会
保
障
充
実
の
社
会
を

め
ざ
す
べ
き
。　
　
　

②
大
型
公
共
事
業
推
進
団
体
へ

の
負
担
金
支
出
は
中
止
す
べ
き
。

③
「
愛
知
県
知
多
地
方
滞
納
整

理
機
構
」
へ
の
参
加
を
中
止
す

べ
き
。

④
新
産
業
立
地
促
進
奨
励
金
は

廃
止
す
べ
き
。

⑤
名
鉄
武
豊
駅
東
土
地
区
画
整

理
事
業
計
画
の
縮
小
も
視
野
に

入
れ
て
進
め
る
べ
き
。

⑥
中
央
公
民
館
の
使
用
料
引
き

上
げ
強
行
に
反
対
。

▼
以
下
概
要

　

平
成
26
年
４
月
の
消
費
税
増

税
に
よ
っ
て
各
家
庭
の
経
済
的

負
担
が
増
し
、
民
主
主
義
を
支

え
る
基
盤
で
あ
る
新
聞
の
購
読

を
中
止
す
る
家
庭
が
増
え
る
こ

と
を
懸
念
し
て
い
る
。

　

民
主
主
義
と
い
う
観
点
で
先

進
各
国
で
は
、
か
ね
て
新
聞
・

書
籍
等
に
軽
減
税
率
を
適
用
し

て
い
る
。

　

政
府
に
は
「
複
数
税
率
の
導

入
」
、
「
新
聞
へ
の
軽
減
税
率

適
用
」
な
ど
何
ら
か
の
軽
減
策

を
実
施
す
る
よ
う
強
く
要
望
す

る
。

▼
以
下
概
要

　

安
定
的
な
雇
用
と
公
正
な
処

遇
の
下
で
安
心
し
て
働
く
こ
と

が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
が
、
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
、

ひ
い
て
は
日
本
経
済
・
社
会
の

持
続
的
な
成
長
の
た
め
に
必
要

で
あ
る
。

　

政
府
に
お
い
て
は
労
働
者
保

護
の
前
進
を
目
的
と
し
て
、
下

記
の
事
項
に
取
り
組
ま
れ
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
。

１
．
雇
用
・
労
働
政
策
に
係
る

議
論
は
、
使
用
者
代
表
、
労
働

者
代
表
、
公
益
委
員
の
三
者
構

成
主
義
に
則
っ
て
行
い
、
雇
用

の
安
定
を
目
的
と
す
る
こ
と
。

２
．
若
年
者
雇
用
は
、
学
校
に

お
け
る
職
業
教
育
な
ど
就
労
支

援
を
さ
ら
に
拡
充
す
る
こ
と
。

３
．
医
療
・
介
護
分
野
な
ど
成

長
分
野
で
の
産
業
育
成
を
は
か

り
、
雇
用
を
創
出
す
る
こ
と
。

賛
成
討
論

　
　

政
和
ク
ラ
ブ　

岩
瀬
計
介

反
対
討
論

日
本
共
産
党
議
員
団　

梶
田
進

討
　
論

新
聞
の
軽
減
税
率
に
関
す
る
意
見
書

小
寺　

岸
子

1

平成26年度一般会計予算

平成26年度国民健康保険事業特別会計予算

平成26年度後期高齢者医療特別会計予算

平成26年度介護保険事業特別会計予算

平成26年度農業集落排水事業特別会計予算

平成26年度下水道事業特別会計予算

平成26年度水道事業会計予算

新聞の軽減税率に関する意見書

雇用の安定を求める意見書
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採
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賛
成
多
数
可
決

　
採
決
結
果

　
　

全
会
一
致
可
決

雇
用
の
安
定
を
求
め
る
意
見
書
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